
生物学的製剤①
薬剤名
投与方法

レミケード
点滴

エンブレル
皮下注

ヒュミラ
皮下注

アクテムラ
点滴

アクテムラ
皮下注

オレンシア
点滴

オレンシア
皮下注

製剤
イメージ

投与
間隔

8週間
（4週まで
短縮可能）

1週間 2週間 4週間 2週間
（1週まで
短縮可能）

4週間 1週間

機序 TNFα
阻害

TNFα
阻害

TNFα
阻害

IL-6
阻害

CTLA4-Ig

特徴
・最初に生まれ
た生物学的製剤
・効果不十分の
時に増量可能
・メﾄトレキセート
の併用が必須

・挙児希望の際に
も使用可

・世界で最も売れ
ている生物学的
製剤
・関節リウマチ以
外の多数の自己
免疫疾患に使用
可能

・点滴製剤と注射製剤の選択が可能
・メトトレキサートが無くても効果を発
揮する
・皮下注製剤は効果不十分の時に短
縮可能
・made in Japan,、made in Osaka

・点滴製剤と注射製剤の選択が可能
・メトトレキサートが無くても効果を発
揮する
・唯一の作用機序

2025年4月時点



生物学的製剤②
薬剤名
投与方法

シンポニー
皮下注

シムジア
皮下注

ケブザラ
皮下注

ナノゾラ
皮下注

インフリキシマブBS
点滴

エタネルセプトBS
皮下注

アダリムマブBS
皮下注

製剤
イメージ

投与
間隔

4週間 2週間 2週間 4週間 8週間
（4週まで短縮可能）

1週間 2週間

機序 TNFα
阻害

TNFα
阻害

IL-6
阻害

TNFα
阻害

TNFα
阻害

TNFα
阻害

TNFα
阻害

特徴
・効果不十分
の時に増量可
能
・増量した場合、
メトトレキサー
トが無くても効
果を発揮する

・挙児希望の
際にも使用可

・メトトレキサー
トが無くても効
果を発揮する
・一番新しいの
IL-6阻害薬
・患者さんの状
態に応じ減量
可能

・made in 
Japan
・一番新しい
TNFα阻害薬
・増量不要

・レミケードのバイオ後
続品
・後続品なので安価

・エンブレルのバイオ
後続品
・後続品なので安価

・ヒュミラのバイオ後
続品
・後続品なので安価

2025年4月時点



JAK阻害薬

薬剤名 ゼルヤンツ
内服

オルミエント
内服

スマイラフ
内服

リンヴォック
内服

ジセレカ
内服

製剤
イメージ

機序 JAK1、2、3
阻害

JAK1、2
阻害

JAK1、2、3、
TYK2 阻害

JAK1
阻害

JAK1
阻害

特徴 ・最初に生まれた
JAK阻害薬

・肝臓への負担が比較的少
ない
・腎機能が低下している場合
は減量する必要あり
・重症のCOVID-19にも効果
を発揮

・made in Japan
・症状に合わせて用量
調整が可能

・関節リウマチ以外の
多数の自己免疫疾患
に使用可能

・一番新しいJAK阻害薬
・帯状疱疹の発症率が他の
JAK阻害薬と比べて比較的
低い

2025年4月時点
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